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基づく介入が必要だとして，国連の場などを通じて訴えている。詳しくは Romeo Dallaire, Shake Hands 

































































）U.S. House of Representatives, Committee on Foreign Affairs, Hearings Subcommitee on Asia,the 



























































































































































































 立命館経営学（第 巻　第 号）
それは例によって公共投資一辺倒による景気回復でよいのだろうか。国民生活の向上と雇用促
進と中小企業を含む産業活性化のための実効性ある施策をどう作り上げるか。またドル資金枯
渇への代替策としての東京国際金融センターを発展させる努力と円の国際化という宿願を，さ
らにはドルによらないアジアにおける決済圏の確立と共通通貨の創設をどのようにして生み出
すかを衆知を集めて真剣に案出し，実行していかなければならない。これらの課題は，いずれ
にせよ新しい経済モデルの開発と提唱が強く望まれるところである。もうひとつはアジアシフ
トで，そうすると，品質よりも価格要因が重要になり，そのためには現地生産比率を高めない
と競争に勝てない。それは国内の「空洞化」につながるやっかいな問題である。
  かくてパクスアメリカーナの世界は盤石でないばかりでなく，その経済的基礎は大きく崩れ
てきている。軍事的にも核の傘による庇護という論理が成立しなくなってきている。その結果，
日米同盟も不変ではないし，半永久的でもない。日本が独自の道を模索しなければならない必
然性はますます高まってきている。日米同盟を運命共同体という固定観念でのみ考えていると，
ともに沈没の憂き目にあう危険が増してくる。むしろ日本の主体性を発揮し，そのイニシアチ
ブで事態を切り開いていく覚悟と気概が大事である。そして従来の枠組みとしがらみから脱す
ることが日本にとっても，アジアにとっても，そして世界にとってもよいことであるような時
代の到来を展望することである。それはアメリカの覇権国特権が行使できなくなる環境を生み
出していくことになり，時間はかかるかもしれないが，人類の共同営為にかけることこそが極
めて大事であると大悟することである。
お　わ　り　に
　本稿では 世紀の日本の将来を展望する際の最大の課題である，日米同盟に焦点を当てて，
アメリカのオバマ政権の新外交戦略の中心に座っている「スマートパワー論」，そしてそれと
の深い関連で出されてきた米中の「戦略的パートナーシップ」―いわゆる G論―との関係如
何を考察してみた。日米同盟は戦後の日本の喜びも苦しみも表現してきた，愛憎相半ばするも
の（love-hate relationship）である。そのほろ苦い味を噛みしめることは，あの当時を生きた日
本人の誰しもが回帰するであろうように，筆者もあの敗戦下の焼け野原にいた少年の日々を思
い出さざるを得ない。万感迫るものがある。しかし人間は，好むと好まざるとに関わらず，今
日ある姿を過去からの成果の結果としてしか受け取ることはできない。それは次世代の日本人
にとっても同様である。今後の日本の進むべき新たな道を考えた場合，これまでの日米同盟と
真摯に向き合い，その精算なくしてはその将来もまたないだろうと固く決意するものであり，
またそれを次世代に譲り渡すことが，今日を生きているわれわれの使命ではないだろうか。
（00年 月 0日脱稿）
